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凍結路面を想定した運転
～ 冬道は、焦らず、急がず、出し過ぎず ～

○ 穏やかな発進・二段階減速（早目の減速）を体にクセづけておきましょう

○ 乾燥路面でも、『今、路面が凍結していたら・・・』と考え、車間距離を確保しましょう

○ ブレーキとハンドルを同時に操作せず、しっかり減速した後に、ハンドル操作をしましょう

車輪脱落事故防止 国交省が全ト協に通達
特に脱落の多い左後輪のタイヤについては、重点的に点検を実施

２０１８年１１月３０日

大型車の車輪脱落事故が増加していることを受け、国交省は、全ト協など業界団体に対し、緊急対策を講じる

よう求めている。日程に余裕をもった計画的な冬タイヤの交換や車輪脱落事故防止のための４つのポイントの実

施について周知し、特に脱落の多い左後輪のタイヤについては、重点的に点検を実施するよう求めている。

４つのポイントは、「確実な締め付け」、５０キロ～１００キロ走行後を目安とした「増し締めの実施」、「

日常点検の実施」、「適正なホイールの履き替えの実施」。

士別市 路線バスが凍結路面でスリップ
電柱に衝突

２０１８／１１／２９（木） １２：１６

２９日午前８時すぎ、士別市東４条北４丁目の道道で、右折の際、路線バスが凍結した路面でスリップし、電柱に

ぶつかる事故がありました。そのはずみでバスは反対側の歩道に乗り上げて電柱とぶつかりました。バスの乗客

と運転手合わせて１４人にけがはありません。バスの運転手の男性は「バスが右に滑ったのでハンドルを左に切っ

たら、歩道に乗り上げてしまった」と話しているということです。

蘭越町 凍結路面でスリップ、６人ケガ
２０１８／１１／２９（木） １２：１６

２９日午前６時半ずぎ、後志の蘭越町でも、男性（６６）がスリップ事故を起こし、乗っていた女性や幼児など６人

がけがをしました。命に別状はありません。

午後６時 旭川 右から横断の高齢女性
車はねられ死亡 信号や横断歩道はなかった

◇夜間 右からの横断歩行者・自転車に注意しましょう◇

◇薄暮時間帯・夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇

２０１８年１１月２９日 ２１時０１分

２９日午後６時ごろ、旭川市東光２条５丁目の道道で、道路を渡っていた高齢の女性が、左側から走ってきた

乗用車にはねられ死亡しました。警察の調べに対し、乗用車を運転していた７０代の男は「ぶつかるまで人がい

るのに気づかなかった」と話しているということで、警察は男を過失運転傷害の疑いでその場で逮捕しました。

現場は、信号機や横断歩道はないということです。


